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H30.3.29 西胆振保健医療福祉圏域連携推進会議資料

【　歯科保健医療専門部会　】
	【開催状況】
第１回開催（書面開催）  平成２９年１２月１８日
第２回開催（書面開催）  平成３０年　３月　８日

	【協議事項等】
１　概　要
昨年度、口腔ｱｾｽﾒﾝﾄから訪問歯科診療につなぐｼｽﾃﾑ（以下、ｼｽﾃﾑという）の普及啓発のため、ワークショップを開催したことから、今年度については、システムの活用状況の把握のため、調査を行った。歯科訪問診療については、ある程度実施されており、また、システムがきっかけとなり、居宅介護支援事業所と歯科医療機関が顔なじみの関係となり、システムを活用しなくても直接、歯科訪問診療の依頼を行っている状況であった。
しかしながら、昨年度のワークショップにおけるグループワーク及びアンケート結果から、引き続き、システムの普及が必要とのことから、介護保険事業所等を対象とした研修会を開催した。
２　歯科訪問診療に関するアンケート調査
（１）調査対象及び調査時期
ア　居宅介護支援事業所　５１施設
イ　歯科医療機関　　　　４９施設（小児歯科１施設を除く）　
（北海道医療情報システムで歯科訪問診療に該当した歯科医療機関）
（２）調査結果　　詳細については、別添参照
　　　　居宅介護支援事業所では、歯科訪問診療に繋がった事業所は約半数であり、システムを活用した事業所は、４割弱であった。また、歯科訪問診療に繋がらなかった事業所では、その理由としては、歯科治療の必要者がいなかったと回答が約５割強、また、通院による歯科治療を受けていたとの回答が約４割弱であった。
　　　　歯科医療機関では、歯科訪問診療の実績があったのは約５割となっていたが、１歯科医療機関あたりの訪問した患者数は、１～５名以下が約５割であった。また、訪問依頼元は、患者、家族が約９割、システムによるものは約１割であった。
３　高齢者の食支援セミナーの開催について
（１）時期及び場所
　　ア　日　　時　　平成３０年３月２１日（水）　
イ　場　　所　　むろらん広域センタービル３階会議室
（２）対　　象　　西胆振管内の介護、医療関係者
（３）参加者数　５５名
（４）内　　容
　　　　　ア　高齢者の栄養と簡単にできる介護食
イ  高齢者の摂食嚥下機能の特徴と食事姿勢・食形態について
４　北海道医療計画[改定版]西胆振地域推進方針（歯科保健医療対策）進捗状況及び
評価について
[bookmark: _GoBack]  推進方針の進捗状況を踏まえた評価、課題の整理及び課題解決に向けた次計画の取組方針の骨子について協議を行った

	【今後の方向性】  
１　北海道医療計画[改定版]西胆振地域推進方針（歯科保健医療対策）の新規方針に基づき、西胆振地区における成人期及び高齢期の歯科保健医療の取組について協議する。
（1） 誤嚥性肺炎の予防、がん治療の合併症予防や軽減を図るため、医科歯科連携、
多職種連携の推進
２　歯科訪問診療については、「口腔アセスメントから訪問歯科診療につなぐシステム」を引き続き、関係者及び在宅療養者に対し、周知を図っていく。



